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三側面
（分野に☑）

医療・介護の質向上と永く住み続けられるまちづくりに貢
献するため、患者満足度調査を継続的に実施した結果、
2020年度に比べ満足度が上昇した。これにより、地域社
会への貢献力が強化されたと考えられるが、意識啓発が
不十分であり、目標達成には至らななかったため、朝礼で
発信するなどして、再度職員への意識啓発を強化してい
く。

患者さま満足度（年間）
2023年80.4%

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

紙の使用量/人（年間）
２０２3年約2，986枚

医療・介護の質を高め、永く住み続けられるまちづくりに
貢献するために、「患者さま満足室」という専門部署の取
り組みである「ご意見・ご要望BOX（理事長直通便）」で、
顧客の声を大事にし、より良い双方向のコミュニケーショ
ンに努める。

患者さま満足度（年間）
2020年71％
→2023年90％

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

院内向けオンライン研修受講率（年間）
2020年72.4％
→2023年90％

オンライン研修の受講率は向上し、職員のスキルアップや
キャリアアップに寄与していると考えられる。場所を選ば
ない学習方法が確立されたことで、誰でも学びやすい環
境が整った一方、一部の職員はオンライン研修に不慣れ
で、ストレスを感じている可能性がある。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

紙の使用量/人（年間）
２０２０年約2，853枚
→２０２３年2，500枚

前期の指標に対する実績

電子カルテの導入などのDXの推進や印刷を最低限にす
るよう周知を行い、ペーパーレス化を推進する。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

電子カルテの導入などのDXの推進や印刷を最低限にす
るよう周知を行い、ペーパーレス化を推進することを目標
としていたが、従来の体制を変えることに不便さがあり、
紙の使用量削減についての意識啓発が不十分になったと
考えられる。再度職員への意識啓発を強化していく。

地域の医療機関や介護施設などと連携して、地域住民の方々や患者さまの“健幸“を維持するために医療・介護
を通じて永く住み続けられるまちづくりの形成に努めている。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

院内向けオンライン研修受講率（年間）
202３年９５.4％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

患者さまに質の高い医療・介護を提供するために、充実し
た人材育成や資格取得支援を行う。

社会

経済

環境
医療のDX化を推進し、紙の使用量を減らすための施策を
行っている。

職員1人あたりの紙の使用数
2023年2,986枚/人
⇒2026年 2,500枚/人

社会

経済
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該
当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新
時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」
と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境 社員食堂の残食を減らすために、ビュッフェ形式での提供
や掲示の工夫・月に１回の社内報での社員食堂の魅力発信
等を行っている

社員食堂残食
2023年 940ｇ/１日
⇒2026年 890ｇ/１日

社会

経済

環境
地域の方々の健康増進の為、医療従事者による体操や講
演を実施している。

地域住民向け講演会
年間のべ参加人数
2023年 240人
⇒2026年 300人

事業者名 医療法人桜十字　桜十字病院

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

地域包括ケアシステムを構築し、永く住み続けられるまちづくりを行うとともに、すべての職員に対して充実し
た人材育成を行い、質の高い医療・介護を提供することで、患者さま・地域の方々・職員など関わる全ての人が
幸せになる企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


